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新
事
業「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
」

健保組合と事業主連携

　

企
業
と
健
保
組
合
が
連
携
し

て
加
入
者
の
健
康
増
進
と
生
活

習
慣
病
の
重
症
化
を
防
ぐ
保
健

事
業
「
デ
ー
タ
へ
ル
ス
計
画
」

が
平
成
27
年
度
か
ら
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
現
在
、
来

年
度
の
実
施
に
向
け
、
健
保
組

合
で
具
体
的
な
計
画
を
策
定
中

で
す
。

　

昨
年
、
安
倍
内
閣
が
打
ち
出

し
た
「
日
本
再
興
戦
略
」
の
一

環
。
高
齢
化
、
少
子
化
を
踏
ま

え
、
従
業
員
と
、
そ
の
家
族
の

健
康
管
理
を
進
め
、
医
療
費
抑

制
を
図
る
保
健
事
業
で
す
。
特

長
は
①
健
保
組
合
の
各
種
デ
ー

タ
の
活
用
②
事
業
主
と
健
保
組

合
の
連
携
③
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
で
す
。

　

電
子
化
が
進
む
健
保
組
合
の

各
種
デ
ー
タ
を
、
国
が
開
発
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
分
析
し
ま
す
。

医
療
機
関
か
ら
届
く
診
療
報
酬

明
細
書
「
レ
セ
プ
ト
」、
特
定
健

診
な
ど
か
ら
傾
向
や
特
徴
を
抽

出
。
各
事
業
所
の
事
情
に
合
っ

た
保
健
事
業
を
策
定
す
る
一
助

と
し
ま
す
。

　

事
業
の
展
開
は
、
健
保
組
合

と
事
業
主
が
協
働
す
る
「
コ
ラ

ボ
へ
ル
ス
」
で
進
め
ま
す
。
健

全
な
企
業
経
営
は
、
従
業
員
の

健
康
づ
く
り
と
密
接
に
関
係
し

て
い
ま
す
。
従
業
員
の
健
康
維

持
は
生
産
性
の
維
持
・
向
上
の

ほ
か
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
強
化
な

ど
企
業
活
力
の
源
泉
で
あ
り
、

財
産
で
す
。

　

ま
た
事
業
は
、
内
容
を
絶
え

ず
見
直
し
、
検
証
、
修
正
、
実

行
す
る「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」

で
実
施
し
ま
す
。「PLA

N

」
計

画
、「D

O

」
実
施
、「CH

ECK

」

評
価
、「A

CT

」
改
善
を
繰
り

返
し
、
よ
り
効
率
的
な
保
健
事

業
を
進
め
ま
す
。

　

今
後
、
年
度
内
に
健
保
組
合

が
計
画
を
策
定
。
各
事
業
主
、

加
入
者
に
公
表
、
監
督
官
庁
に

提
出
し
、
新
年
度
か
ら
実
施
し

ま
す
。

データ基に保健指導
平成27年度に本格始動

健保存続へ電子投票
　存続の危機にある健保組合を守るため健康
保険組合連合会が進める「あしたの健康プロ
ジェクト」に賛同意志を、WEB投票で示そう。
　健保連が掲げるのは①国民皆保険制度を維

持しよう②現行の保険制度による、現役世代
の負坦を改善しよう③高齢者医療費への公費
負担を増やし、現役世代の負担を軽減しよう。
　賛同の投票は「健保 VOTE!」（www.ashik 
en-p.jp/vote/）にアクセスしてください。

健保VOTE！
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伸び悩む保険料収入
経
常
赤
字
１
億
５
千
万
超

　

神
戸
新
聞
健
康
保
険
組
合
の
平
成
25
年
度
収
入
支
出
決
算
案
が
７
月

17
日
に
開
か
れ
た
組
合
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
経
常
収
入
は
８
億
６

７
５
７
万
円
（
前
年
度
比
９
４
５
万
円
減
）、
経
常
支
出
は
10
億
２
３

９
５
万
円
（
同
１
億
７
７
５
４
万
円
増
）。
経
常
収
支
額
は
１
億
５
６

３
８
万
円
の
赤
字
で
、
財
政
調
整
事
業
交
付
金
を
加
え
た
決
算
収
支
も

１
億
４
１
４
３
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
で
し
た
。
原
因
は
高
齢
者
医
療
制
度

に
支
出
す
る
国
へ
の
納
付
金
、
保
険
給
付
費
の
上
昇
。
６
年
ぶ
り
の
黒

字
決
算
だ
っ
た
24
年
度
か
ら
一
転
、
大
幅
な
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
決
算

　

収
入
合
計
は
10
億
９
７
０
１
万

円
（
同
１
億
６
７
４
７
万
円
増
）。

収
入
の
柱
で
、
被
保
険
者
、
事
業

主
か
ら
の
保
険
料
収
入
は
、
８
億

４
３
０
１
万
円
（
同
１
０
５
２
万

円
減
）。
収
入
算
出
の
基
礎
と
な

る
主
な
決
算
基
礎
数
値
と
前
年
度

比
は
、
平
均
被
保
険
者
数
１
８
０

５
人
で
14
人
減
、
平
均
標
準
報
酬

月
額
48
万
９
０
２
０
円
（
育
休
免

除
者
分
除
く
）
で
８
５
３
円
減
、

総
標
準
賞
与
額
５
億
９
３
３
９
万

円
（
育
休
免
除
者
分
除
く
）
で
９

７
３
万
円
減
と
、
い
ず
れ
も
減
少

し
た
の
が
影
響
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
繰
入
金
は
別
途
積
立
金

か
ら
２
億
円
を
繰
り
入
れ
、
収
入

不
足
を
解
消
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
財
政
調
整
事
業
交
付
金
１
４
９

５
万
円
、
定
期
健
診
の
事
業
主
負

担
分
、
人
間
ド
ッ
ク
、
が
ん
検
診

な
ど
の
自
己
負
担
分
で
あ
る
そ
の

他
施
設
利
用
料
収
入
は
１
３
２
７

万
円
で
し
た
。

収
　
　
入

介 護 保 険

◇平成25年度収支決算表【一般勘定】
主な項目 平成25年度 平成24年度

収　

入

健康保険収入 843,312 853,853
調整保険料収入 14,477 14,657
繰入金 200,000 30,768
財政調整事業交付金 14,950 7,857
特定健診等事業収入 3,384 3,356
雑収入 20,641 18,810
その他 246 234
合計 1,097,010 929,535

支　

出

事務費 49,741 45,576
保険給付金 481,536 431,533
納付金 442,729 319,248
保健事業費 45,343 44,628
財政調整事業拠出金 14,475 14,656
その他 4,611 5,431
合計 1,038,435 861,072

経常収支 −156,382 30,606
収支決算 −141,432 38,463

単位千円

　介護保険は、収入9,001万円（同155万円
増）、支出8,272万円（同77万円増）となり
ました。
　25年度平均の被保険者たる第２号被保険
者数（被扶養者含む）は1,498人（同19人
増）。内訳は被保険者数981人（同17人増）、
被扶養者数517人（同２人増）。一方、平均
標準報酬月額（育休保険料免除者含む）は
58万3,096円（同5,920円減）となりました。
減少幅は毎年縮小していますが、漸減傾向
は続いています。介護納付金の負担増は避
けられず、介護の財政も厳しさを増すと予
想されます。
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業
と
し
て
「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
チ

ャ
レ
ン
ジ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

ハ
ー
バ
ー
本
社
で
１
日
の
み
開
催

の
「
健
康
フ
ェ
ア
」
に
代
わ
り
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
と
歩
数
計
を
利
用
し
た
バ

ー
チ
ャ
ル
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
。
場

所
、
時
間
を
選
ば
ず
、
手
軽
な
事

業
で
96
人
が
応
募
、
76
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

保
険
給
付
費
と
納
付
金
が
保
険

料
収
入
を
上
回
る
ケ
ー
ス
が
24
年

度
を
除
く
20
年
度
以
降
、
恒
常
化

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
被
保
険
者

数
、
給
与
の
伸
び
が
容
易
に
見
込

め
な
い
状
況
で
す
。半
面
、医
療
技

術
の
進
展
と
高
齢
化
で
医
療
費
の

上
昇
は
否
め
ま
せ
ん
。
財
政
の
健

全
化
に
向
け
、今
後
、時
期
を
得
た

料
率
改
定
、
効
果
的
な
保
健
事
業

の
実
施
が
欠
か
せ
な
い
で
し
ょ
う
。

◇　
　
　
　

◇

　

決
算
、
事
業
報
告
の
ほ
か
、
組

合
会
で
は
国
が
求
め
る
「
デ
ー
タ

へ
ル
ス
計
画
」
と
、
当
健
保
組
合

の
付
加
給
付
制
度
の
見
直
し
に
つ

い
て
説
明
。
ま
た
高
齢
者
医
療
制

度
に
公
費
投
入
の
拡
充
を
求
め
る

決
議
文
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

０
２
万
円
（
同
74
万
円
増
）、
被
扶

養
者
２
億
５
９
４
０
万
円
（
同
４

３
５
６
万
円
増
）。
今
後
、
医
療
費

抑
制
に
は
被
扶
養
者
へ
の
働
き
か

け
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

給
付
費
が
膨
ら
む
中
、
薬
剤
支

給
は
６
９
８
２
万
円
と
、
同
１
６

３
万
円
減
で
、
23
年
度
を
ピ
ー
ク

に
２
年
連
続
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
近
年
、
当
健
保
組
合
は
、

給
付
費
や
人
数
か
ら
算
出
さ
れ
る

た
め
、
長
期
的
な
予
測
は
困
難
で

す
。
今
後
も
動
向
に
注
目
し
な
が

ら
対
象
年
齢
へ
の
保
健
指
導
な
ど

が
必
要
と
な
り
そ
う
で
す
。

　

保
険
給
付
費
は
21
年
度
決
算
以

来
の
前
年
度
比
プ
ラ
ス
と
な
り
ま

し
た
。
と
く
に
法
定
給
付
費
は
４

億
７
４
４
８
万
円
（
同
５
２
０
０

万
円
増
）と
大
き
く
伸
び
ま
し
た
。

主
な
内
訳
は
被
保
険
者
１
億
８
３

　

支
出
合
計
は
10
億
３
８
４
３
万

円
（
同
１
億
７
７
３
６
万
円
増
）

と
な
り
ま
し
た
。
納
付
金
４
億
４

２
７
２
万
円
（
同
１
億
２
３
４
８

万
円
増
）
と
、
保
険
給
付
費
４
億

８
１
５
３
万
円
（
同
５
０
０
０
万

円
増
）
の
増
額
が
響
き
ま
し
た
。

　

赤
字
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
た

納
付
金
は
、
健
康
保
険
収
入
の
52

％
を
占
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
訳
は
前
期
高
齢
者
納
付
金

１
億
９
３
６
６
万
円
（
同
１
億
１

８
１
２
万
円
増
）、
後
期
高
齢
者

支
援
金
２
億
１
０
７
万
円
（
同
５

８
２
万
円
増
）。
前
期
高
齢
者
納

付
金
は
制
度
が
始
ま
っ
た
20
年
度

以
降
、
最
高
額
で
し
た
。

　

今
後
、
団
塊
の
世
代
が
前
期
高

齢
者
に
移
行
す
る
こ
と
か
ら
、
さ

ら
に
過
重
な
負
担
は
避
け
ら
れ
そ

う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
前
期

高
齢
者
納
付
金
は
、
加
入
す
る
前

期
高
齢
者
（
65
～
74
歳
）
の
保
険

膨らむ国への納付金
医
療
費
上
昇
の
抑
制
急
務

支
　
　
出
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平成19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年

億円 保険給付費 納付金 保険料収入

新
薬
と
薬
効

が
ほ
ぼ
変
わ

ら
ず
安
価
な

後
発
医
薬
品

（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
）
の
利
用

促
進
を
進
め

て
お
り
、
今

後
の
動
向
に

注
目
、
検
証

し
ま
す
。

　

保
健
事
業

は
、
新
規
の

疾
病
予
防
事

保険料収入と保険給付費・納付金の推移



― 4 ―

　

平
成
26
年
度
「
春
季
定
期
健

診
」
は
、
受
診
率
92
・
８
％
で
、

昨
年
度
春
季
定
健
時
よ
り
０
・

３
㌽
減
と
な
り
ま
し
た
。
任
意

継
続
者
を
除
く
全
19
事
業
所
で

は
93
・
９
％
と
、
全
国
受
診
率

81
・
５
％
（
厚
生
労
働
省
平
成

24
年
度
労
働
者
健
康
状
況
調

査
）を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

　

受
診
率
は
、
今
回
も
ほ
と
ん

ど
の
事
業
所
が
８
割
以
上
と
高

い
率
を
占
め
ま
し
た
。
１
０
０

％
受
診
は
神
戸
新
聞
文
化
セ
ン

タ
ー
な
ど
８
事
業
所
。
昨
年
度

春
季
比
で
１
事
業
所
減
、
同
じ

く
秋
季
比
で
は
２
減
と
微
減
傾

向
で
し
た
。

　

昨
年
度
春
秋
で
７
割
台
後
半

だ
っ
た
サ
ン
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
は

82
・
４
％
と
伸
ば
し
ま
し
た
。

一
方
、
今
年
２
月
に
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
か
ら
三
宮
に
移
転
し

た
サ
ン
神
戸
映
画
社
は
前
回
秋

季
比
１
・
８
％
増
な
が
ら
も
７

０
・
６
％
に
止
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
、受
診
票
な
ど
の
作
成
、

封
入
で
定
期
健
診
を
委
託
し
て

い
る
神
戸
中
央
病
院
で
ミ
ス
が

発
生
し
ま
し
た
。
急
き
ょ
再
発

行
な
ど
各
事
業
所
、
受
診
対
象

者
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、

二
度
と
起
こ
ら
ぬ
よ
う
健
保
組

合
と
し
て
監
督
、
管
理
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

た
「
特
定
健
診
医
療
機
関
リ
ス

ト
」
か
ら
受
診
場
所
を
選
び
、

自
身
で
予
約
し
ま
す
。
受
診
時

に
は
、
受
診
券
と
健
康
保
険
証

を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

40
歳
～
74
歳
の
被
扶
養
者
を

対
象
に
「
特
定
健
康
診
査
」（
メ

タ
ボ
健
診
）
の
無
料
受
診
券
を

配
布
し
ま
し
た
。
有
効
期
限
の

平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
に
受

診
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

受
診
券
と
と
も
に
お
送
り
し

健康保険組合公告
　健康保険法第47条第２項に規定する神戸新聞健康保険組合の平成26年９月30
日現在の平均標準報酬月額を次の通り公告します。
平均標準報酬月額　30等級　500,000円　　平均標準報酬日額　16,670円
　退職後、任意継続者として神戸新聞健康保険組合に加入されている方は、平
均標準報酬月額または当人の従前の標準月額のうち、いずれか低い額で算出し
ます。適用は平成27年４月からです。

受診率

92.8％
26
年
度
春
季
定
健

全
員
受
診
は
８
事
業
所

特
定
健
診
の

受
診
券
配
布

平成26年度春季定期健診受診率

対象者 受診者 受診率

神戸新聞社 869 830 95.5%

神戸輸送センター 88 83 94.3%

神戸新聞事業社 87 87 100.0%

文化センター 39 39 100.0%

健保組合 4 4 100.0%

ラジオ関西 47 47 100.0%

サンテレビジョン 170 141 82.4%

デイリースポーツ 42 37 88.1%

サン神戸映画社 17 12 70.6%

総合印刷 157 145 92.4%

神戸新聞興産 26 25 96.2%

総合折込 39 39 100.0%

文化財団 4 4 100.0%

厚生事業団 5 4 80.0%

京阪神エルマガ 71 66 93.0%

デイリープレス 15 15 100.0%

地域創造 28 27 96.4%

神戸新聞会館 5 5 100.0%

Ｄ S クオリティ 50 47 94.0%

任意継続 68 43 63.2%

合　計 1,831 1,699 92.8%


